
選択教科理科・中学校・３年 加古川市立浜の宮中学校 教諭 田中 圭治 
単元名 イオンって何だろう 

教材名「電流の正体とイオン」 

■ 目 標 
・電流がマイナスの電気を帯びた電子の移動であることを知る 
・水溶液中で電子の移動を助けるイオンの存在を理解する 
■ コンピュータを活用する利点 
金属中を移動する電子の様子（電流の正体）をパワーポイントのアニメーション効果を使って提示

することで、「目に見えない電流概念」の理解を容易にする。電気泳動では、観察しにくい小さな規

模の現象を大きく提示でき、全員でその現象を共有することができる。また、時間をかけて撮影した

複数の画像を順に見せることで、水溶液中で移動するイオンの存在のイメージ化が容易になり、実験

の実施に時間がとられず、考える時間を十分にとることができる。 
■ ICT 活用場面 

・「電流の正体」を想像させながら

陰極線を観察する。デジタルコン

テンツ「電流の正体」を用いるこ

とで、普通では目に見えない電子

の動きから電子の移動を効果的に

理解させることができる。 
・電気泳動実験のデジタルコンテン

ツで、水溶液中を紫色の過マンガン酸イオンが移動する様子の再

現から、水溶液中を移動する電気的な性質を持った粒（イオン）

の存在をイメージさせる。 
・原子が、イオンになるようすパワーポイントのアニメーション効

果を使って理解させる。 
■ 成果と課題 

今回の授業では、ＩＣＴを活用し、生徒が、観察・実験の経過や結

果を元にじっくりと考察する時間を確保することで、科学的思考力や

関心意欲を高める授業が構築できたと考えられる。生徒の感想の中に

は「こんな授業をまた受けてみたい」「これからの理科が楽しみになっ

た」という意見があったこともそれを裏付けるものであろう。 
どんなデジタルコンテンツにも共通する問題であろうが、こうした

授業は、コンピュータを駆使して指導するうちに、気がつけば教師主

導の授業になっていたという可能性が高くなるのではないかと思っ

た。 

■ 授業の流れ 
 

 

 

 

 
 
 

 

■ ICT 活用環境等 
使用周辺機器 ノートパソコン、プロジェクタ、電子黒板 
使用ソフト名 パワーポイント 
使用教室 理科室  

 

陰極線を観察し、電流の

正体を理解する。 

モデルを見て、原子中の

電子の存在を知る。 

電気泳動現象がおこる

理由を考える。 

原子が電気を帯びてイ

オンになることを知

る。 

イオンについての身近

な話しを聞き、本時の

学習を実生活と結びつ

ける。 

別紙様式 ICT 利活用実践事例 
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金属線中を
電子が移動
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